
No. 124

27 -1st- 15
24 -2nd- 8
11 -3rd- 13
14 -4th- 13

-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 8 1 2 1 2 4 * 25 0 9 7
* 11 1 4 0 0 5 * 4 0 2 0
* 8 1 2 1 1 6 * 15 2 4 1

- - - - - 7 * 0 0 0 0
* 7 0 3 1 2 8 * 5 1 1 0

- - - - - 9 - - - -
10 0 5 0 2 10 - - - -
2 0 1 0 2 11 - - - -

* 28 0 14 0 1 12 - - - -
0 0 0 0 0 13 - - - -
2 0 1 0 0 14 0 0 0 0
- - - - - 15 - - - -
0 0 0 0 0 16 - - - -
0 0 0 0 0 17 - - - -
0 0 0 0 0 18 - - - -
          
          
          
          
          

0
76 3 32 3 10 49 3 16 8

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール
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 秋葉 大和 
 阿久津輝稀 

 ボートライト舞紀 

 福田 　蛍 

 

 戸倉 和哉 

期　　　日： 2018(H30)年8月8日 (水)

開始時間： 13:30

NO.

終了時間： 14:40

 宮川 大志 

選手名
 水品 拓也 
 須藤 　柊 

 大柳 亮太 

○

76

 守屋 　大 2

清原●

49
(東京)

東海菅生

(栃木)

4
5
6

F
2
2 今井 康輔 

 御堂地香楽 
選手名

 日笠 知哉 
 北澤 　爽 
 原 湧光斗 

 

 内山 白彪 

 

 石岡 凌空 

 櫻井飛向麿 

 刈部 凌馬 

 小野 　司 

小山 正男 
 

合計
佐川 未沙 

スターター

コーチコーチ

コミッショナー：

 内田 　蒼 

 

 直井 　凛 
 福澤 朋晃 

 髙橋 昂汰 
 川俣 雄大 

 

 小関 哉太 

 山本 正彦 

大会名称：

開催場所：

試合区分：

 
第４８回関東中学校バスケットボール大会

ALSOKぐんまアリーナ　Dコート

男子 第2回戦 五十嵐　真 　山崎　孝浩

 
 

  
 

主審：

副審：

 

CC　菊池　真吾 

U1　萩原　篤志 　U2　渡邊　章吾

関東中学校体育連盟

3ポイントシュート 2ポイントシュート

10

　初戦を勝ち抜いた栃木県代表清原と、初戦となる東京都代表東海菅生との戦い。
　第１Ｐ、清原は＃４を起点に１対１や、＃６の３Ｐで得点する。一方、東海菅生は＃１２のセンター
プレー、＃６のドライブイン、３Ｐ、＃８のジャンプシュート、＃４のリバウンドからの速攻などで点を
積み重ねる。１５対２７東海菅生のリード。
　第２Ｐ、清原は＃１２のインサイドを警戒してＤｅｆを強めるものの、＃１２のゴール下、ミドルシュー
ト、＃４の速攻、３Ｐ、＃５のドライブイン、リバウンドシュートなどで突き放す。また、東海菅生は
Defリバウンドを支配して相手にセカンドチャンスを与えない。２３対５１、東海菅生が大きくリードし
て前半終了。
　第３Ｐ、清原は速攻からリズムをつかんだ後、＃４のミドルシュートが連続して決まりだす。対す
る東海菅生は、パス回しから空いたスペースに潜り込んでシュートチャンスをうかがい、＃１２のロ
ングシュート、リバウンドシュートで得点を重ねる。３６対６２で第３Ｐ終了。
　第４Ｐ、清原は＃８の３Ｐ、＃６のパスラン、＃４のミドルシュートで得点する。一方、東海菅生は
＃１２を中心にローポストからの得点や＃１０のミドルシュートにより、点差はなかなか縮まらない。
４９対７６、東海菅生が勝利し、準々決勝に駒を進めた。敗れはしたものの、自分たちのバスケット
ボールを貫き通し、最後まで諦めなかった清原にも拍手を送りたい。

FT:

合計


